
過度なストレスのために、心身ともに
すっかり疲れてしまい、気づかずに「う
つ病」になる人も珍しくありません。

◆こころの風邪
うつ病は、「こころの風邪」とも言わ
れます。体の風邪をこじらせると肺炎に
なるように、こころの風邪も慢性化や重
症化します。時には自ら死を選ぶ危険も
あるのです。
◆うつ病のサイン
次のような時には、「うつ病」の可能
性があります。①口数が少なくなる②朝
方や休日明けに調子が悪そうである③不
眠④遅刻、早退、欠勤が増える⑤好きな
ことにも興味を示さない⑥食欲がない⑦
急にずぼらになったように見える⑧身体
の不調（だるい、肩こりや体の節々の痛
み、胃痛、下痢や便秘、発汗、息苦しさ
など）⑨必要以上に自分を責める⑩自殺
への思い。
◆回復できる病気
うつ病の原因は、「気の持ちよう」や
「弱さ」からではありません。職場の配

置転換や引越し、出産や子育て、収入の
減少などの身近なストレスでも、脳の神
経の働きの変調によって起こるもので
す。従って、神経の変調を薬で調整する
ことで、改善する可能性が高いのです。
◆早めの受診を
一生のうちで「うつ病」にかかる割合
は、１５人に１人と多く誰でもうつ病にな
る可能性があります。そのうち医師に受
診する人は、４人に１人と少ないですが、
早目の専門医（精神科、心療内科）受診
が必要です。
◆周囲のかかわり
ポイントは、①励ましすぎない。②原
因を追求しすぎない。③重大な決定は先
延ばしにする。④ゆっくり休ませる。⑤
症状が続いたら受診を勧める、などです。
問海匝健康福祉センター八日市場地域保
健センター�７２ー１２８１、保健センター�
７３ー１２００

匝瑳地区の中央に位置する匝瑳小学校と松山神社

海匝健康福祉センター
八日市場地域保健センター

こんな症状はありませんか？
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は
、
一
九
五
四
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（
昭

和
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十
九
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の
八
日
市
場
市
誕
生

前
は
匝
瑳
村
で
、
そ
の
成
立
は
一
八

八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
四
月
で

す
。
松
山
、
中
台
、
大
浦
、
長
岡
、

山
桑
、
宮
本
、
生
尾
の
七
か
村
合
併

に
よ
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成
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し
ま
し
た
。
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古
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ら
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さ
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岡
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大
浦
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で
台
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き
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そ
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広
域
農
道
に
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借
当
川
の
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流
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こ
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を
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界
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大
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受
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主
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年
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月
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史
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ぶ
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。
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古
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（
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涯
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習
課
）

市都言宣康健
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